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厚
生
労
働
省
の
「
今
後
の
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長
＝
佐
藤

博
樹
・
中
央
大
学
大
学
院
戦
略
経
営
研
究
科

教
授
）
は
八
月
七
日
、
報
告
書
を
発
表
し
た
。

育
児
・
介
護
休
業
法
（
概
要
は
図
表
１
）
の

一
部
改
正
法（
平
成
二
一
年
法
律
第
六
五
号
）

の
附
則
第
七
条
で
、「
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に
改
正
後
の
規
定
の
施
行
状
況
に
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
受
け
、
仕

事
と
介
護
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
を
め

ぐ
る
現
状
を
把
握
し
つ
つ
、
両
立
を
容
易
に

す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
方
策
等
に
つ
い
て
、

昨
年
一
一
月
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
も
の
。

　

仕
事
と
介
護
、
育
児
の
両
立
を
め
ぐ
っ
て

は
、「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂
二
〇
一
五
（
平

成
二
七
年
六
月
三
〇
日
、閣
議
決
定
）で
、「
家

族
の
介
護
に
よ
る
離
職
へ
の
対
応
策
を
検
討

し
、
育
児
・
介
護
休
業
の
取
得
向
上
に
向
け

た
必
要
な
制
度
的
対
応
等
に
つ
い
て
労
働
政

策
審
議
会
で
検
討
す
る
」
な
ど
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
女
性
活
躍
加
速
の
た
め
の
重
点

方
針
二
〇
一
五
（
六
月
二
六
日
、
す
べ
て
の

女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
決
定
）」で
も
、

出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
断
絶
を
防
ぐ
た

め
、「
介
護
休
業
・
休
暇
の
取
得
促
進
に
向
け

法
的
措
置
も
含
め
て
必
要
な
対
応
を
検
討
す

る
」
こ
と
や
、「
非
正
規
雇
用
労
働
者
に
対
す

る
育
児
・
介
護
休
業
制
度
の
周
知
徹
底
お
よ

び
利
用
環
境
の
改
善
を
含
め
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
」
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」（
三
月
二

〇
日
閣
議
決
定
）
で
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
第
一
子
出
産
前
後
の
女
性
の
継
続
就
業
率

を
五
五
％
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
を
一

三
％
と
す
る
目
標
等
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
報
告
書
で
は
「
仕
事
と

介
護
」「
仕
事
と
育
児
」
の
両
立
に
係
る
現
状

を
把
握
し
、
そ
の
課
題
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

①
介
護
離
職
を
防
止
し
、
仕
事
と
介
護
の
両

立
を
可
能
と
す
る
制
度
の
整
備
、
②
多
様
な

家
族
形
態
・
雇
用
形
態
に
対
応
し
た
育
児
期

の
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
、
③
男
性
の
子
育

て
へ
の
関
わ
り
を
可
能
と
す
る
た
め
の
環
境

整
備
―
―
に
向
け
た
、
さ
ら
な
る
方
策
等
に

つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
中
で
は
、
た
と
え
ば

「
要
介
護
状
態
が
継
続
し
た
場
合
で
も
、
介

護
休
業
の
分
割
取
得
を
認
め
る
こ
と
」や「
所

定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
等
の
『
選
択
的
措

置
義
務
』
を
九
三
日
と
い
う
期
間
か
ら
切
り

出
す
こ
と
」
な
ど
を
検
討
す
べ
き
と
し
て
い

る
ほ
か
、
子
の
看
護
休
暇
に
つ
い
て
も
よ
り

柔
軟
な
取
得
が
可
能
に
な
る
よ
う
、「
時
間
単

位
や
半
日
単
位
で
の
取
得
を
検
討
す
べ
き
」

な
ど
と
提
起
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
報
告
書
を
「
仕
事
と
介
護
」

「
仕
事
と
育
児
」
に
分
け
て
現
状
と
課
題
、

今
後
の
対
応
の
方
向
性
の
順
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
報
告
書
に
は
研
究
会
で
出
さ
れ
た
意

見
が
網
羅
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は「
必
要
／
重
要
で
あ
る
」な
ど
と
い
っ

た
表
現
で
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に

取
り
上
げ
る
。

仕
事
と
介
護
に
つ
い
て

（
現
状
と
課
題
）

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
我
が
国
の
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
は
、
平
成
二
六
年
一
〇
月

現
在
で
三
三
〇
〇
万
人
（
総
務
省
「
人
口
推

計
」）。
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
六
五

歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
二
六
・
〇
％
と
四

人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
要
支

援
・
要
介
護
の
認
定
者
数
は
平
成
二
六
年
四

月
末
現
在
で
五
八
六
万
人
と
、
介
護
保
険
制

度
創
設
以
降
の
一
四
年
間
で
二
・
六
九
倍
に

増
加
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
超
高
齢
社
会
」
の
な
か
、
要

介
護
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
現
状
は
、

そ
の
介
護
に
あ
た
る
家
族
の
働
き
方
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
介
護
を
し
て
い

る
雇
用
者
は
二
三
九
・
九
万
人
に
の
ぼ
る
が

（
平
成
二
四
年
）、
過
去
五
年
間
で
約
四
四

万
人
が
介
護
・
看
護
を
理
由
に
離
転
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
七
年

に
は
団
塊
の
世
代
が
七
五
歳
を
超
え
、
七
五

歳
以
上
が
二
一
七
九
万
人
（
一
八
・
一
％
）

に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
七
五
～

七
九
歳
に
お
け
る
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

率
は
一
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

今
後
、
団
塊
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
層
が
介
護
の
課

題
に
直
面
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

介
護
を
し
つ
つ
働
い
て
い
る
労
働
者
は
と

く
に
四
〇
～
五
〇
代
の
働
き
盛
り
で
、
中
核

的
な
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
場
合
も
多

い
た
め
、
そ
の
離
職
を
防
ぐ
こ
と
が
企
業
の

持
続
的
な
発
展
、
ま
た
、
労
働
者
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
介
護
休

業
制
度
の
現
状
を
み
る
と
、
就
業
規
則
等
に

介
護
休
業
の
定
め
が
あ
る
事
業
所
の
割
合
は

六
五
・
六
％
（
平
成
二
四
年
）
で
、
従
業
員

が
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る

事
業
所
は
五
一
・
七
％
（
平
成
二
五
年
）
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
一
年
に
介
護

休
業
制
度
が
義
務
化
さ
れ
て
約
一
六
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
介
護
休
業
の
取
得
者
割
合

は
三
・
二
％
と
非
常
に
低
く
、
介
護
休
暇
の

取
得
者
割
合
も
二
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
（
図
表
２
）。

　

介
護
の
た
め
の
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し

な
い
理
由
と
し
て
は
、「
介
護
に
係
る
両
立
支

援
制
度
が
な
い
た
め
」
と
す
る
者
が
も
っ
と

も
多
く
、
と
く
に
離
職
者
で
高
い
。
ま
た
、

介
護
休
業
は
現
行
、
同
一
要
介
護
状
態
で
は

分
割
取
得
で
き
な
い
た
め
、
も
っ
と
大
変
な

時
期
に
備
え
て
取
り
控
え
る
傾
向
が
あ
る
と

い
う
。
さ
ら
に
、
介
助
・
介
護
の
た
め
に
利

用
し
た
勤
務
先
の
制
度
と
し
て
は
有
給
休
暇

を
あ
げ
る
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
年
次
有

給
休
暇
な
ど
他
の
休
暇
を
使
い
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
現
状
も
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
平
均
的
な
介
護
期
間
は
四
五
カ
月

程
度
、
在
宅
介
護
期
間
は
三
〇
カ
月
程
度
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
要
介
護
者
に
よ
る
ば

ら
つ
き
が
大
き
い
た
め
、
労
働
者
に
と
っ
て

介
護
は
予
見
性
が
低
く
、
い
つ
ま
で
続
く
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

介
護
状
況
は
必
要
と
す
る
介
護
の
内
容
（
個

人
差
の
み
な
ら
ず
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

変
化
す
る
）、介
護
を
す
る
者
と
の
関
係
（
遠

厚
生
労
働
省

　「
今
後
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」

　
　
　
―
介
護
と
育
児
の
両
立
支
援
策
を
提
起
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距
離
介
護
か
、
主
た
る
介
護
者
の
他
に
介
護

が
で
き
る
者
が
い
る
か
ど
う
か
等
）、
利
用

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
さ
ま
ざ
ま
で

個
々
の
事
情
差
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
介

護
を
抱
え
る
労
働
者
に
と
っ
て
は
こ
の
先
、

ど
の
よ
う
な
介
護
が
必
要
に
な
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
働
き
方
を
す
れ
ば
い
い
の
か
見
え

づ
ら
い
こ
と
が
不
安
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
介

護
を
抱
え
る
労
働
者
の
個
別
性
が
高
く
、
対

応
が
難
し
い
と
考
え
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
今
後
の
対
応
の
方
向
性
）

　

こ
う
し
た
現
状
分
析
を
踏
ま
え
、
報
告
書

は
「
現
行
の
育
児
・
介
護
休
業
法
に
基
づ
く

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
は
、
介
護
が

必
要
な
家
族
を
抱
え
る
労
働
者
を
取
り
巻
く

現
状
に
、
必
ず
し
も
合
っ
た
も
の
と
は
言
い

が
た
い
」
と
し
、「
介
護
の
予
見
性
の
低
さ
、

個
々
の
事
情
の
多
様
性
、
家
族
に
求
め
ら
れ

る
対
応
の
変
化
に
対
応
で
き
る
制
度
に
見
直

す
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ

の
際
に
は
、「
労
働
者
が
一
人
で
介
護
を
行
う

の
で
は
な
く
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
を
適

切
に
活
用
し
つ
つ
、
継
続
就
業
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

○ 子が１歳（保育所に入所できないなど、一定の場合は、１歳半）に達するまで （父母ともに育児休業を取得する場合は、子が１歳２ヶ
月に達するまでの間の１年間＜パパ・ママ育休プラス＞） の育児休業の権利を保障

○ 父親が出産後８週間以内に育児休業を取得した場合、再度、育児休業の取得が可能
○ 配偶者が専業主婦（夫）であっても育児休業の取得は可能
○ 対象家族１人につき、常時介護を必要とする状態に至るごとに１回、通算して９３日まで、介護休業の権利を保障

※①同一の事業主に引き続き１年以上雇用されていること、②子の1歳の誕生日以降も引き続き雇用されていることが見込まれること、③子の２歳の誕生日
の前々日までに、労働契約の期間が満了しており、かつ、契約が更新されないことが明らかでないこと、を満たした期間雇用者も取得可能

○ 小学校就学前までの子が１人であれば年５日、２人以上であ
れば年１０日を限度として看護休暇付与を義務づけ

○ 要介護状態にある対象家族が１人であれば年５日、２人以
上であれば年１０日を限度として介護休暇付与を義務づけ

介護休暇制度

○ 小学校就学前までの子を養育し、又は介護を行う労働者が
請求した場合、１か月２４時間、１年１５０時間を超える時間外
労働を制限

○ 小学校就学前までの子を養育し、又は介護を行う労働者が
請求した場合、深夜業を制限

○ ３歳に達するまでの子を養育する労働者について、短時間
勤務の措置（１日原則６時間）を義務づけ

○ 常時介護を必要とする状態にある対象家族の介護を行う労
働者に対し、次のいずれかの措置を事業主に義務づけ

①短時間勤務制度 ②フレックスタイム制

③始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ ④介護費用の援助措置

○ 育児休業等を取得したこと等を理由とする解雇その他の不
利益取扱いを禁止

○ 労働者を転勤させる場合の、育児又は介護の状況について
の配慮義務

育児休業・介護休業制度

子の看護休暇制度

時間外労働の制限

深夜業の制限

転勤についての配慮

短時間勤務等の措置

不利益取扱いの禁止

○ ３歳に達するまでの子を養育する労働者が請求した場合、
所定外労働を免除

所定外労働の免除

○ 苦情処理・紛争解決の援助及び調停の仕組みを創設

○ 勧告に従わない場合の公表制度及び報告を求めた場合に報
告をせず、又は虚偽の報告をした者に対する過料を創設。

実効性の確保

図表１　育児・介護休業法の概要

図表２　雇用形態、介護休業制度利用の有無、介護休業等制度の種類別
介護をしている雇用者数及び割合

（千人、％）

資料出所：「今後の仕事と家庭の両立支援に関する研究会」報告書・参考資料集より

介護休業等制度
利用の有無

介護休業等制度
の種類

介護をしている

総数
制度の利
用なし

制度の利用あり

総数

制度の種類

雇用形態 介護休業
短時間
勤務

介護休暇 その他

実
数

総数（役員を含
む雇用者）

2,399.3 1,998.0 377.6 75.7 56.2 55.4 196.5

正規の職員・従
業員

1,119.1 921.1 187.7 43.8 17.4 38.1 92.0

非正規の職員・
従業員

1,065.7 898.4 155.5 23.2 33.2 15.3 86.2

割
合

総数（役員を含
む雇用者）

100.0 83.3 15.7 3.2 2.3 2.3 8.2

正規の職員・従
業員

100.0 82.3 16.8 3.9 1.6 3.4 8.2

非正規の職員・
従業員

100.0 84.3 14.6 2.2 3.1 1.4 8.1

※「制度の種類」については複数回答のため、各種類の合計は、「制度の利用あり」の総数と必ずしも一致しない。
資料出所：「今後の仕事と家庭の両立支援に関する研究会」報告書・参考資料集より
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こ
の
た
め
に
必
要
な
制
度
的
対
応
は
何
か
と

い
う
観
点
が
重
要
」
で
あ
り
、「
介
護
離
職
を

防
止
し
仕
事
と
の
両
立
を
可
能
と
す
る
た
め

に
は
、
法
律
に
基
づ
く
両
立
支
援
制
度
の
整

備
に
加
え
、
企
業
お
よ
び
労
働
者
自
身
が

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
観
点
が
必
要
」
な
ど
と

強
調
。
そ
の
う
え
で
、
仕
事
と
介
護
の
両
立

支
援
制
度
の
整
理
を
行
い
つ
つ
、「
介
護
休

業
」「
介
護
休
暇
」「
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措

置
等
」「
所
定
外
労
働
の
制
限
」「
仕
事
と
介
護

の
両
立
に
向
け
た
情
報
提
供
」
の
各
論
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
の
方
向
性
を
提
起
し
た
。

介
護
休
業
は
そ
の
後
の
体
制
を 

構
築
す
る
期
間
等
と
し
て
整
理
を

　

ま
ず
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
の

整
理
と
し
て
、「
介
護
休
業
」
に
つ
い
て
は
、

急
性
期
や
在
宅
介
護
か
ら
施
設
介
護
へ
移
行

す
る
場
合
、
末
期
の
看
取
り
が
必
要
な
場
合

な
ど
、「
介
護
の
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
あ

る
一
定
期
間
、
休
業
す
る
場
合
に
対
応
す
る

も
の
」
と
し
て
整
理
す
べ
き
と
指
摘
。
ま
た
、

「
介
護
休
暇
」
は
、
介
護
の
体
制
に
変
動
は

な
い
も
の
の
、
介
護
保
険
の
申
請
・
更
新
手

続
き
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
定
期
的
な
打

ち
合
わ
せ
、
主
た
る
介
護
者
は
別
に
い
る
が

病
気
に
な
っ
た
場
合
の
一
時
的
な
介
護
、
対

象
家
族
が
通
院
等
を
す
る
際
の
付
き
添
い
な

ど
、「
日
常
的
に
介
護
す
る
期
間
で
ス
ポ
ッ
ト

的
に
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
対
応
す
る

も
の
」
と
し
て
、
引
き
続
き
位
置
づ
け
る
べ

き
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
勤
務
の
時
間
や
時
間
帯
を
調
整

す
る
な
ど「
介
護
の
た
め
の
柔
軟
な
働
き
方
」

に
つ
い
て
は
、
介
護
の
体
制
に
変
動
は
な
い

が
、
介
護
の
た
め
の
買
い
物
や
見
守
り
、
通

院
の
付
き
添
い
な
ど
、「
介
護
に
伴
う
日
常
的

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
介
護
離
職
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
介
護
が
続
く
か
分

か
ら
な
い
不
安
に
対
応
す
る
も
の
」
と
位
置

づ
け
た
う
え
で
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
べ
き

な
ど
と
し
た
。

同
一
要
介
護
状
態
で
も
分
割
取
得

を
可
能
に
／
介
護
休
業

　

そ
の
う
え
で
、
現
行
で
は
同
一
の
対
象
家

族
に
つ
い
て
同
一
要
介
護
状
態
ご
と
に
一
回
、

通
算
で
九
三
日
間
認
め
ら
れ
て
い
る
「
介
護

休
業
」
に
関
し
て
、
短
期
間
の
休
業
を
複
数

回
取
得
す
る
希
望
が
約
九
割
と
引
き
続
き
高

い
こ
と
、
ま
た
、
実
際
に
介
護
休
業
を
分
割

取
得
で
き
た
事
業
所
で
は
、
分
割
で
き
な

か
っ
た
事
業
所
よ
り
継
続
就
業
率
が
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
、「
要
介
護
状
態
が
継
続
し
た
場

合
で
も
介
護
休
業
の
分
割
取
得
を
認
め
る
こ

と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
場
合
の
分
割
回
数
の
上
限

に
つ
い
て
は
介
護
の
始
期
と
終
期
、
そ
の
間

の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
程
度
、
休
業
を
取

得
す
る
必
要
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
実
際
に
労
働
者
が
分
割
取
得
し
た
場

合
の
回
数
や
、
民
間
事
業
所
に
お
け
る
介
護

休
業
規
定
の
整
備
状
況
を
参
照
し
つ
つ
、「
労

働
者
に
と
っ
て
の
柔
軟
な
働
き
方
の
権
利
の

確
保
と
事
業
主
に
と
っ
て
の
負
担
と
の
兼
ね

合
い
を
考
慮
し
て
検
討
す
べ
き
」
な
ど
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
休
業
を
取
得
で
き
る
要
介
護

状
態
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
も
、
介
護
開
始

時
点
で
八
割
以
上
の
世
帯
が
在
宅
介
護
を

行
っ
て
い
る
と
い
っ
た
現
在
の
介
護
保
険
制

度
の
状
況
か
ら
す
る
と
範
囲
が
狭
す
ぎ
る
た

め
、「
介
助
の
あ
り
方
等
を
踏
ま
え
、
緩
和
す

る
方
向
で
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と

指
摘
。
さ
ら
に
、
介
護
休
業
等
の
対
象
家
族

に
つ
い
て
も
、
配
偶
者
、
本
人
の
父
母
、
配

偶
者
の
父
母
、
子
ど
も
に
加
え
て
、
同
居
か

つ
扶
養
す
る
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
三
世
代
世
帯
の
減
少
に

伴
い
、「
今
後
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、

同
居
し
て
い
な
い
兄
弟
姉
妹
や
祖
父
母
も
対

象
に
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
」
な
ど
と
提

起
し
た
。

日
数
の
延
長
や
取
得
単
位
に
つ
い

て
検
討
を
／
介
護
休
暇

　

労
働
者
単
位
で
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
対

象
家
族
が
一
人
な
ら
年
五
日
、
二
人
以
上
で

あ
れ
ば
年
一
〇
日
の
休
暇
を
付
与
す
る
「
介

護
休
暇
制
度
」（
前
回
法
改
正
で
創
設
）
に
つ

い
て
は
、
対
象
家
族
を
主
と
し
て
介
護
し
て

い
る
労
働
者
の
四
割
程
度
が
介
護
休
暇
を
取

得
し
て
お
り
、
う
ち
四
割
が
法
定
を
上
回
る

一
一
日
以
上
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

介
護
の
た
め
に
必
要
な
休
暇
に
つ
い
て
は
、

（
年
次
有
給
休
暇
等
で
は
な
く
）
介
護
休
業

や
介
護
休
暇
で
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
指
摘
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
日
数
の
延
長
や
取
得
単
位
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
べ
き
」
な
ど
と
提
起
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
介
護
休
暇
の
取
得
単
位
に
つ

い
て
は
介
護
保
険
関
係
の
手
続
き
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
通
院
等
で
丸

一
日
、
休
暇
を
と
る
必
要
は
な
い
場
面
も
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
①
時
間
単
位
や
、
②

半
日
単
位
で
の
取
得
を
検
討
す
べ
き
」
な
ど

と
し
た
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
就

業
時
間
中
に
中
抜
け
を
認
め
て
い
る
事
業
所

で
継
続
就
業
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
柔
軟
な
取
得
が
可

能
と
な
る
よ
う
検
討
す
べ
き
」
と
付
記
し
て

い
る
。

介
護
休
業
と
通
算
し
た
九
三
日
間

か
ら
切
り
出
し
を
検
討
／
選
択
的

措
置
義
務

　

一
方
、
現
行
で
は
介
護
休
業
に
加
え
、
家

族
に
よ
る
介
護
が
や
む
を
得
な
い
場
合
の
緊

急
的
対
応
措
置
が
必
要
な
期
間
、
介
護
休
業

を
何
ら
か
の
理
由
で
取
得
し
な
い
労
働
者
に

対
し
て
、
就
業
し
つ
つ
家
族
の
介
護
を
容
易

に
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
事
業
主
が
介

護
休
業
と
通
算
し
た
九
三
日
間
の
う
ち
介
護

休
業
を
取
得
し
な
い
日
数
に
つ
い
て
、
①
所

定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置
、
②
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
、
③
始
業
・
終
業
時
刻
の
繰
上

げ
・
繰
下
げ
、
④
労
働
者
が
利
用
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
助
成
そ
の
他
こ
れ
に
準
じ

る
制
度
―
―
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
選
択
的
措

置
義
務
）。

　

こ
う
し
た
な
か
、
主
た
る
介
護
者
の
う
ち

介
護
を
理
由
と
し
て
離
職
し
た
者
の
、
介
護

開
始
か
ら
離
職
ま
で
の
期
間
の
中
央
値
が
一

三
カ
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

報
告
書
は
「
現
行
の
介
護
休
業
お
よ
び
所
定

労
働
時
間
の
短
縮
措
置
等
が
想
定
し
て
い
る

介
護
体
制
を
構
築
す
る
期
間
を
経
た
の
ち
に

も
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
の
柔
軟
な

働
き
方
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
指
摘
。
選
択
的
措

置
義
務
に
つ
い
て
は
、「
九
三
日
間
と
い
う
期

間
か
ら
切
り
出
す
こ
と
を
す
べ
き
で
あ
る
」

な
ど
と
提
起
し
た
。
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介
護
に
つ
い
て
も
義
務
化
を
含
め

た
検
討
を
／
所
定
外
労
働
の
制
限

　

一
方
、
現
行
で
所
定
外
労
働
の
制
限
制
度

は
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
と
し
て

事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
一
方
、
介

護
に
つ
い
て
は
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
、
介
護
に
所
定

外
労
働
の
制
限
を
導
入
し
て
い
る
事
業
所
で

は
、
介
護
を
行
う
労
働
者
の
継
続
就
業
率
が

高
い
傾
向
に
あ
る
な
ど
、「
介
護
に
つ
い
て
も

残
業
の
免
除
等
が
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
資

す
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
。
具
体
的
に

は
、
①
期
間
の
上
限
を
定
め
ず
介
護
期
間
終

了
ま
で
事
業
主
に
義
務
化
す
る
こ
と
、
②
期

間
の
上
限
を
定
め
た
う
え
で
事
業
主
に
義
務

化
す
る
こ
と
、
③
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措

置
等
の
選
択
的
措
置
義
務
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
る
こ
と
、
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
な
ど
と
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も

「
所
定
外
労
働
の
制
限
制
度
が
な
け
れ
ば
残

業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
職
場
環
境

を
変
え
る
こ
と
が
ま
ず
は
重
要
で
あ
り
、
介

護
を
行
っ
て
い
な
い
通
常
の
労
働
者
を
含
め

た
働
き
方
全
体
に
つ
い
て
、
残
業
を
前
提
と

し
な
い
働
き
方
へ
と
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ

る
」
と
付
記
し
て
い
る
。

介
護
が
必
要
に
な
る
前
の 

情
報
提
供
も
重
要

　

報
告
書
は
ま
た
、「
家
族
の
介
護
が
必
要
な

労
働
者
が
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
円
滑
に
図

る
た
め
に
は
、
法
律
上
の
両
立
支
援
制
度
や

自
社
の
両
立
支
援
制
度
、
介
護
保
険
制
度
の

仕
組
み
等
に
つ
い
て
十
分
に
情
報
を
得
て
い

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
提
起
し
た
。

　

中
で
も
、
市
町
村
の
介
護
保
険
申
請
窓
口

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
の
相
談
窓
口
と

し
て
、
ま
ず
は
利
用
さ
れ
る
機
関
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提
供
の

み
な
ら
ず
、
介
護
を
行
い
な
が
ら
継
続
就
業

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
と
い
う
観

点
か
ら
の
情
報
提
供
を
、
必
要
に
応
じ
労
働

者
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
。
ま
た
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
労
働
者
が
も
っ
と
も

頼
り
に
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
も
、

「
介
護
休
業
制
度
や
働
い
て
い
る
家
族
の
支

援
の
た
め
に
必
要
な
配
慮
な
ど
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
付

与
し
、
導
入
期
か
ら
の
適
切
な
情
報
提
供
と

要
介
護
者
の
介
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
家

族
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い
う
観
点
か
ら

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
検
討
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
労
働
者
が
勤
務
す
る
勤
め
先
は
、

労
働
者
に
と
っ
て
働
き
方
を
相
談
す
る
一
番

身
近
な
存
在
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
ま

ず
は
相
談
窓
口
の
設
置
等
に
よ
り
従
業
員
の

介
護
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
う

え
で
、
両
立
支
援
制
度
な
ど
必
要
な
情
報
を

提
供
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
社
外
の
情
報
に
つ
い
て

も
、
基
本
的
な
情
報
を
提
供
し
、
必
要
に
応

じ
公
的
機
関
等
専
門
家
と
連
携
で
き
る
体
制

作
り
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
労
働
者

の
み
な
ら
ず
、
介
護
が
必
要
に
な
る
前
の
労

働
者
へ
の
情
報
提
供
も
重
要
」
と
し
、
た
と

え
ば
従
業
員
が
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
な

る
四
〇
歳
に
研
修
を
行
っ
た
り
、
管
理
職
に

対
す
る
研
修
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
と
し
た
。

仕
事
と
育
児
に
つ
い
て

（
現
状
と
課
題
）

　

仕
事
と
育
児
を
め
ぐ
っ
て
は
、
第
一
子
出

産
前
後
で
約
六
割
の
女
性
が
退
職
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
我
が
国
の
女
性
の
年
齢
階
級

別
労
働
力
率
は
Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。

出
産
・
子
育
て
期
で
も
あ
る
「
三
〇
～
三
四

歳
」「
三
五
～
三
九
歳
」
層
の
女
性
を
中
心
に
、

働
き
た
い
が
働
け
て
い
な
い
女
性
が
三
〇
三

万
人
に
の
ぼ
っ
て
お
り
（
平
成
二
六
年
）、

人
口
減
少
下
で
は
こ
う
し
た
女
性
の
潜
在
的

な
力
を
活
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
一
六
年
の
法
改
正
か
ら
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
有
期
契
約
労
働
者
に

つ
い
て
も
育
児
休
業
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、

女
性
労
働
者
全
体
の
育
児
休
業
取
得
率
が
八

三
・
〇
％
の
と
こ
ろ
、
有
期
契
約
労
働
者
の

そ
れ
は
六
九
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
（
平
成

二
五
年
）。
な
お
、
こ
の
割
合
は
、
妊
娠
後

調
査
時
点
ま
で
に
退
職
し
て
い
な
い
者
の
う

ち
育
児
休
業
を
取
得
し
た
者
の
割
合
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
育
児
休
業
を
取
得
し
つ
つ
第
一
子

出
産
後
も
継
続
就
業
を
し
て
い
る
割
合
を
み

る
と
、
正
規
職
員
で
継
続
就
業
が
進
ん
で
い

る
（
平
成
一
七
～
二
一
年
で
四
三
・
一
％
）

反
面
、
パ
ー
ト
・
派
遣
と
い
っ
た
非
正
規
雇

用
の
労
働
者
は
低
水
準
（
同
四
・
〇
％
）
と

な
っ
て
い
て
（
図
表
３
）、
ど
の
よ
う
な
就

業
形
態
・
家
族
形
態
で
も
子
育
て
期
に
就
業

継
続
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
一
六
年
お
よ
び
前
回
平
成
二

一
年
の
法
改
正
時
の
国
会
附
帯
決
議
に
お
い

て
も
、
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
制
度
の

適
用
範
囲
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
六
年
四
月
以
降
に
育
児

休
業
を
開
始
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
休

業
開
始
か
ら
六
カ
月
間
の
育
児
休
業
給
付
率

を
六
七
％
に
引
き
上
げ
る
な
ど
し
て
機
運
を

高
め
て
き
た
男
性
の
育
児
休
業
。
取
得
率
は
、

長
期
的
に
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平

成
二
六
年
時
点
で
は
い
ま
だ
二
・
三
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
職
場
の
雰
囲
気
」
等

を
理
由
に
、
希
望
し
な
が
ら
取
得
で
き
て
い

な
い
男
性
正
社
員
が
、
約
三
〇
％
（
平
成
二

七
年
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

（
今
後
の
対
応
の
方
向
性
）

引
き
続
き
周
知
が
重
要
／
有
期
契
約

労
働
者
の
育
児
休
業
制
度
等
取
得

　

こ
う
し
た
現
状
分
析
を
踏
ま
え
、
報
告
書

は
、
有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
は
「
雇
用

形
態
に
関
わ
ら
ず
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を

経
て
も
継
続
的
に
就
業
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
。
そ
の
う
え

で
、
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得

要
件
に
つ
い
て
は
、「
育
児
・
介
護
休
業
法
の

目
的
を
踏
ま
え
、
雇
用
の
継
続
を
前
提
と
し

た
う
え
で
、
紛
争
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
適

用
範
囲
が
明
確
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
検
討

す
べ
き
」
と
し
た
。
ま
た
、
見
直
し
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、「
事
業
主
の
雇
用
管
理
上
の

負
担
を
十
分
に
考
慮
し
、
ま
た
契
約
の
更
新

等
に
関
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
考
え
方
等
の

検
討
す
べ
き
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、
さ
ら
に

検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
し
た
。

　

な
お
、
産
前
産
後
休
業
や
育
児
休
業
は
法

律
上
の
要
件
を
満
た
せ
ば
事
業
所
に
制
度
が

な
く
て
も
取
得
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

有
期
契
約
労
働
者
は
三
三
・
六
％
と
少
な
い

こ
と
（
平
成
二
七
年
）
か
ら
、「
引
き
続
き
事

業
主
や
直
属
の
上
司
を
含
む
労
働
者
に
周
知
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す
る
こ
と
が
重
要
」
と
も
付
記
し
た
。

　

ま
た
、
有
期
契
約
の
派
遣
労
働
者

を
め
ぐ
っ
て
は
、「
育
児
休
業
取
得
後

の
派
遣
労
働
者
の
継
続
就
業
機
会
の

確
保
の
努
力
を
派
遣
元
で
行
う
べ
き

こ
と
を
、
何
ら
か
の
形
で
徹
底
す
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
」
と
指
摘
。
さ

ら
に
、
派
遣
元
で
育
児
休
業
の
取
得

な
ど
育
児
・
介
護
休
業
法
上
の
事
業

主
責
任
を
負
う
こ
と
や
、
派
遣
労
働

者
も
産
前
産
後
休
業
・
育
児
休
業
を

取
得
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
周
知

を
徹
底
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す

べ
き
」
な
ど
と
し
た
。

時
間
単
位
や
半
日
単
位
で
の
取

得
の
検
討
を
／
子
の
看
護
休
暇

　

一
方
、
前
回
の
改
正
で
小
学
校
就

学
前
の
子
一
人
に
つ
き
年
五
日
、
最

大
一
〇
日
ま
で
付
与
す
る
と
さ
れ
た

子
の
看
護
休
暇
に
関
し
て
は
、「
健
康

診
断
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
丸

一
日
休
暇
を
と
る
必
要
は
な
い
場
面

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
時
間

単
位
や
②
半
日
単
位
で
の
取
得
を
検

討
す
る
べ
き
」
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
同
改
正
で
単
独
の
措
置
義

務
と
さ
れ
、
さ
ら
に
附
帯
決
議
で
、

対
象
と
な
る
子
の
年
齢
（
現
行
・
三

歳
に
達
す
る
ま
で
）
を
小
学
校
就
学

前
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
検
討
を
求
め

ら
れ
て
い
る
所
定
労
働
時
間
の
短
縮

措
置
に
つ
い
て
は
、「
現
状
、
男
女
の

育
児
へ
の
関
わ
り
度
合
い
に
差
が
あ

り
、
短
時
間
勤
務
制
度
等
を
利
用
し

て
い
る
労
働
者
の
多
く
が
女
性
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
単
純
に
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
た

場
合
に
は
そ
の
利
用
が
引
き
続
き
女
性
に
偏

り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
重
要
な
時
期
に
育
児

の
負
担
が
女
性
に
集
中
し
、
結
果
的
に
女
性

の
活
躍
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
明
記
し

た
。

出
産
後
八
週
間
以
内
で
取
得
時
の

特
例
等
の
周
知
を
／
男
性
の
育
休

取
得
促
進

　

男
性
の
育
児
休
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
希
望

が
一
定
程
度
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
取
得
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
の
た
め
「
こ

れ
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、「
専

業
主
婦
家
庭
の
男
性
を
含
め
育
児
休
業
を
取

得
し
た
い
と
考
え
る
男
性
が
、
そ
の
置
か
れ

た
状
況
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
な
時
期
に
育
児

休
業
を
取
得
す
れ
ば
、
妻
の
育
児
負
担
の
軽

減
、
ひ
い
て
は
継
続
就
業
・
再
就
業
に
と
っ

て
効
果
的
か
等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
情
報

を
提
供
す
べ
き
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
妻
の
出
産
後
八
週
間
以
内

の
期
間
は
、
母
体
の
保
護
の
た
め
に
も
、
当

該
期
間
に
夫
が
休
業
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
期
間
に
育
児
休
業
を
取
得

す
る
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
」
と
し
、「
妻
の
出
産
後
八
週
間
以
内
に
育

児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
の
再
度
取
得
の
制

度
に
つ
い
て
、
周
知
を
図
る
べ
き
」
と
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
改
正
で
創
設
さ
れ
た
、
父
母

と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
場
合
に
期
間

を
延
長
す
る
「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」

に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
わ
か
り
や

す
く
周
知
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
し

た
。

図表３　第一子出産前後の妻の継続就業率・育児休業利用状況
（第一子出生年別・正規職員・パート・派遣別）

※国立社会保障・人口問題研究所「第 14回出生動向基本調査（夫婦調査）」（2010 年）

（注）１）初婚どうしの夫婦について、第 12回（2002 年）～第 14回（2010 年）調査の第１子が１歳以上 15歳未満の夫婦を合わせて集計。

　　　２）妊娠時に就業していた妻に占める出産後に就業を継続していた妻の割合。

　　　３）出産前後の就業経歴

　　　　　就業継続（育休利用）－妊娠判明時就業～育児休業取得～子ども１歳時就業

　　　　　就業継続（育休なし）－妊娠判明時就業～育児休業取得なし～子ども１歳時就業

資料出所：「今後の仕事と家庭の両立支援に関する研究会」報告書・参考資料より
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さ
ら
に
、
育
児
休
業
の
取
得
を
言
い
出
し

や
す
く
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、「
配
偶
者

が
出
産
し
た
男
性
職
員
に
対
し
て
、
上
司
が

育
児
休
業
の
取
得
計
画
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
取
得
希
望
を
把
握
す
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
む
方
策
を
検
討

す
べ
き
」
と
提
起
し
た
。
ま
た
、
事
業
主
に

よ
る
育
児
休
業
の
取
得
を
理
由
と
し
た
不
利

益
取
り
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
周

知
徹
底
す
る
な
ど
、
育
児
休
業
を
申
し
出
た

／
取
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
主
、
管

理
職
、
職
場
の
同
僚
等
か
ら
不
当
な
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
何
ら
か
の

措
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
。

特
別
養
子
縁
組
の
監
護
期
間
と
養

子
縁
組
里
親
も
育
休
制
度
の
対
象

と
な
る
子
の
範
囲
に

　

な
お
、
現
行
法
は
子
の
養
育
を
行
う
労
働

者
が
退
職
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
そ
の
雇
用

継
続
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

育
児
休
業
の
対
象
と
な
る
「
子
」
と
は
「
労

働
者
と
法
律
上
の
親
子
関
係
が
あ
る
子
」
で

あ
り
、「
実
子
の
み
な
ら
ず
養
子
を
含
む
」
と

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
総
務
省
行
政
評
価
局
長

か
ら
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局

長
に
対
し
、
本
年
三
月
一
〇
日
付
で
育
児
休

業
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
の
見
直
し
に
つ

い
て
、「
特
別
養
子
縁
組
を
成
立
さ
せ
る
た
め

に
子
を
監
護
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
態
と
し

て
法
律
上
の
子
と
変
わ
り
な
く
養
育
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
上
の
子

に
準
じ
て
育
児
・
介
護
休
業
法
に
基
づ
く
育

児
休
業
の
対
象
と
す
べ
き
」
と
の
あ
っ
せ
ん

が
発
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
報
告
書
は
「
育
児
・
介

護
休
業
法
に
基
づ
く
育
児
休
業
が
形
成
権
と

い
う
強
い
権
利
で
あ
り
、
か
つ
す
べ
て
の
事

業
所
に
適
用
さ
れ
る
最
低
基
準
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
で

あ
り
、「
少
な
く
と
も
法
律
上
の
親
子
関
係
に

準
じ
る
関
係
と
言
え
る
か
否
か
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
」
だ
が
、「
特
別

養
子
縁
組
の
監
護
期
間
と
養
子
縁
組
里
親
に

つ
い
て
は
、
法
律
上
の
親
子
関
係
を
形
成
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
律

上
の
親
子
関
係
に
準
じ
る
関
係
で
あ
る
と
言

え
る
た
め
、
育
児
休
業
制
度
の
対
象
と
な
る

子
の
範
囲
に
含
め
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
」

な
ど
と
し
た
。

す
べ
て
の
人
の
働
き
方
の
柔
軟
性

拡
大
を

　

こ
の
ほ
か
、「
育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者

が
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
は
、
育
児
や
介
護
を
行
う
労

働
者
以
外
も
含
め
、
従
業
員
全
体
の
働
き
方

の
見
直
し
を
行
い
、
す
べ
て
の
人
の
働
き
方

の
柔
軟
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」。
そ
こ
で
、
報
告
書
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク

の
活
用
」
や
「
経
済
的
支
援
（
介
護
休
業
取

得
時
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
在
り
方
な
ど
育

児
・
介
護
休
業
の
取
得
向
上
に
向
け
た
必
要

な
制
度
的
対
応
等
）」「
転
勤
配
慮
（
育
児
期
・

介
護
期
の
転
勤
配
慮
に
係
る
雇
用
管
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
等
）」「
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
等
の
充
実
」「
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


